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電子情報通信学会は今年創立 100 周年を迎えた．これ
までの 100 年を振り返ると，本会は社会変革をもたらし
たあまたの技術的成果創出に深く関わってきた．なお，
主な成果については電子情報通信学会マイルストーンと
して選定したところである．
100 周年を迎えた今日，電子情報通信技術は ICT と
して日常生活に深く浸透し，欠くことのできない存在に
なっている．ICT は社会の持続的発展を支えるために，
日々進化し続ける必要がある．従来 ICT は技術者が道
具として創り，利用者はそれを使うといったものであっ
た．新技術の創出（インベンション）はイノベーション
につながっていた．近年 ICT は誰もが扱うことができ
るものへと進化してきた．この結果，イノベーションは
必ずしも特定分野の技術者によるインベンションからも
たらされるものではなくなってきた．
AI（Artificial Intelligence）技術の普及に代表されるよ
うに，今後更に ICT の利用範囲は拡大し，利用者にとっ
ては「与えられる技術」から「活用する技術」に進化す
る．このような状況を踏まえ，多様な分野での活用をに
らんで，ICT を活用者が自らのものに仕立てることで，
日本社会が持続的に発展しなければならないと考える．
本特集では，「今後の ICT 活用と社会の発展」に向け
て，各分野の方々が ICT にどう向き合おうとされてい
るかについて，これまで本会とは関わりの少ない様々な
分野の方々に御寄稿頂いた．今後会員の皆様が目指す方
向性，活動方針，開拓すべき技術分野や進め方を考える
際の一助となれば幸いである．
本特集は 2部構成としており，第 1部では各分野のオ

ピニオンリーダー 3名に今後の 100 年を見据えて考える

べきことについて述べて頂いた．竹中平蔵氏には「経済
学から見た電子情報技術者への期待」と題して，技術者
が社会経営を知ることの必要性について示して頂いた．
久間和生氏には「科学技術イノベーション戦略と課題」
と題して，我が国の産業力強化に対する期待を示して頂
いた．本会副会長でもある森川博之氏には「ディジタル
が社会・産業・生活・地方を変える」と題して，今後変
革する社会に対して，固定概念にとらわれない思考を持
つことが重要であることを示して頂いた．各オピニオン
リーダーの考えに触れることで，大局的な方向性を理解
する一助となれば幸いである．
第 2 部では，ICT 利用者の立場から，特に人文関連，

社会課題解決及びサイエンスの観点から多くの方に執筆
頂いた．人文関連では，日本伝統文化と ICT，ワーク
スタイルと ICT，感性と ICT など生活や社会環境と
ICT の関係について理解をすることができる．社会課
題解決の観点では，医療や介護の課題解決に ICT が果
たすことができる役割や食の安全などの課題解決に
ICT はどのように応えることができるかについて理解
を深めることができる．サイエンスの観点では，ICT
の学術基盤でもある数学や物理学の分野で ICT がいか
に活用され基礎研究分野の発展に寄与しているかについ
て理解することができる．
日頃接する機会のない分野の方々の御意見は，我々の
価値観とは異なる部分もあると思う．それが ICT を活
用する側から見た事実である．デザイン思考の観点から
も，利用者も含めた多様な考えを受け入れ，自らを昇華
させるといったダイバーシチこそ今後の技術開発におい
て必要だと考える．
最後に本特集の趣旨を御理解頂き，幅広い分野で執筆

頂いた執筆者の皆様，本特集の実現に御協力頂いた編集
チームメンバーの皆様，学会事務局の皆様に深く御礼申
し上げる．
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